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イベント概要 

 

[企業名]  プレミアグループ株式会社  

 

[企業 ID]  7199 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 第 3 四半期決算説明  

 

[決算期]  2024 年度 第 3 四半期  

 

[日程]   2024 年 1 月 31 日  

 

[ページ数]  20 

  

[時間]   15:00 – 15:17 

（合計：17 分、登壇：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

取締役    金澤 友洋（以下、金澤） 
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まず、決算ハイライトをご説明いたします。 

中古車価格は依然として高止まりの状況が続いています。中古車登録台数つきましては、新車が前

年比で引き続き大きく伸びている中、新車ほどではないですが、伸びてきたと考えています。 

一方、取扱高(トップライン)は、クレジット、故障保証ともに、高い伸びで推移しています。こち

らも第 1 四半期、第 2 四半期に続き、第 3 四半期においても会社の計画どおり大きく伸びていま

す。 

また、金利につきましては、上昇トレンドにあることは認識していますので、調達金利の上昇に備

え、取扱の金利に転嫁をする営業活動を継続して実施しています。第 2 四半期末から第 3 四半期末

の長期プライムレートは 0.05%と小幅な上昇に落ち着いていますが、長期的には金利が上昇すると

いう前提を認識しつつ、日々の営業活動を行っています。 
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決算ハイライトの 2 枚目、財務会計の数字です。 

各事業の KPI は順調に伸長しており、営業収益、営業利益ともにしっかりと大きく伸びていま

す。特に、営業収益より、営業利益や税引前利益の方が伸びているという点をトピックの１つとし

て考えています。税引前利益につきましては一過性の部分がありますので、その部分を除いた数値

に着目いただければ、実力ベースの当社の数字が見えてくると考えています。 

将来収益につきましても、KPI が大きく伸びていることを背景として、ファイナンス、故障保証、

ソフトウェア・カープレミアクラブの会費の繰延において大きく積増しができています。 
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続きまして、決算ハイライトの 3 枚目です。 

中期経営計画の進捗につきまして、目標であるカープレミア事業モデルの確立に向けた数値は記載

の通りです。また、カープレミアあんしんショップ制度をリリースし、先日、記者発表も行いまし

たので、13 ページにて詳しくご説明いたします。 

その他のトピックスは、まず、自己株式の取得を行いました。数字につきましては月々開示してい

ますので、適宜ご確認いただければ幸いです。 

さらに、カープレミアの CM もリニューアルをしました。写真のとおり、去年に引き続き

GENERATIONS に登場していただき、今回は新たに香取慎吾さんにも登場していただいておりま

すので、ぜひご視聴をいただければ幸いす。更なる知名度のアップをして、しっかりとカープレミ

ア戦略をスケジュールに沿って伸長、拡大させていきたいと考えています。 

最後に、IR 活動状況につきまして、第 3 四半期も引き続き積極的に活動しています。北米と欧州

におきまして海外 IR を実施しました。また、個人投資家向け説明会にも 2 回ほど登壇しています

ので、当社の株式、当社自体も含め、ファンをつくり、会話を重ねたうえで、しっかりと需要喚起

していきたいと考えています。 
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続いて、決算概要についてご説明いたします。 

まず、連結の業績です。主要な数字につきましては、営業収益は前年比 24%増の 229.8 億円、ま

た営業利益は前年比で 24.7%増となりました。税引前利益に関しては、一過性利益を除くと 24.2%

増で営業収益、営業利益ともに大きく伸長しています。 
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営業費用についてご説明いたします。 

第 1 四半期、第 2 四半期に引き続き、しっかり売上拡大が続いていますので、一定のコスト増加、

特に人件費の増加はありますけれども、賃上げも含めて、しっかり手を打っています。 

営業費用の全体的な増加トレンドもありますが、営業収益の伸びを下回る水準で抑えるという点

が、結果的に利益率の上昇に繋がると考えていますので、規模の経済をしっかり享受していくこと

は第 3 四半期もできていると思いますし、今後も引き続き取り組んでいきたいと考えています。 
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通期の業績見通しです。 

営業収益、税引前利益ともに非常に好調に推移しています。特に営業収益に関してはガイドライン

の進捗率 75%を超えてきましたので、更なる上積みを狙っていきたいですし、税引前利益も進捗

率 74.2%で、当社はクォーターが進むほど利益が増える傾向ですので、60 億の公表値に向け少し

でも多く、本決算を迎えるべく尽力しています。 
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次はカープレミアクラブの会員数の推移です。 

順調にカープレミアクラブを拡大構築しているところです。「カープレミアあんしんショップ」を

リリースしていますので、次のページに詳しくご説明いたします。カープレミアディーラー、カー

プレミアガレージ、それぞれの伸びは数字のとおりです。 
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「カープレミアあんしんショップ」についてご説明いたします。 

先日、記者会見をさせていただいた内容ですが、「カープレミアあんしんショップ」を 1 月 29 日

から開始しております。「カープレミアあんしんショップ」とは、カープレミアクラブ会員の中か

ら、「あんしん宣言」という当社が定めた基準を充足し、合意した加盟店にあんしん宣言を掲げて

いただき、「カープレミアあんしんショップ」として認定をしております。当社の基準をクリア

し、あんしん宣言を行い、規約へ合意していただいたうえで、当社が指定する点検をしっかり実施

をすることが条件となっております。 

去年、中古車業界において様々な不祥事が発生していますが、中古車というのは魅力的なものであ

り、安心して購入してほしいという思いから、中古車業界の健全化に向け、このような制度をリリ

ースしました。 

実際にお客様が車両を購入してから 14 日以内であれば、不具合の修理につきまして当社が 30 万

円をお支払いするという内容になっておりますので、安心してこの「カープレミアあんしんショッ

プ」で車を購入していただきたいと考えています。 
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続きまして、ファイナンス事業です。 

ファイナンス事業につきましても、引き続き好調を維持しています。マーケット自体は僅かな回復

ではあるものの、カープレミア戦略を背景として、前年比 29.4%増という高い伸びを示してます

し、またオート PH（1 人当たりの月間取扱高）につきましても、2 億円以上をしっかりと維持し

ております。当社としては、まだまだカープレミア戦略は途上だと考えておりますので、引き続き

カープレミア戦略を推進するとともに、結果的にクレジット取扱高もしっかりと高い伸びを維持、

向上していきたいと考えています。 
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続きまして、クレジット債権残高推移です。 

債権残高につきましては 25.6%増となり、しっかりと積み上げられています。 

また、延滞債権残高率は 1 年前に比べると少し上がっていますが、変わらず低位安定しています。

引き続き、人員の増強や DX 施策含め、延滞債権回収につきましても継続的に強化していきたいと

考えています。 
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ファイナンス事業におけるその他指標です。 

カープレミアディーラーのオートクレジットに占める割合、つまりオートクレジット全体のうちカ

ープレミアディーラーがどれくらい使っているかという点について、0.9 ポイントではあります

が、しっかりと増加しています。当社のクレジット取扱高を 100 とした場合、38 をカープレミア

ディーラーが使っている形になりますので、この割合が上がっていくことはカープレミア戦略がし

っかりと効いている、進んでるという指標になります。 

営業人員数につきましては 3 名増です。そこまで大きく増えていませんが、営業の人員数を増やす

というところよりも、1 人当たりの営業効率性を追求していくというところをしっかりやっており

ますので、大幅な増員は現状予定していません。AI の審査判定率につきましてもしっかりと伸び

ており、審査精度の更なる向上、結果的に審査時間の削減、標準化をしていきたいと考えていま

す。 
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ファイナンスのセグメント業績です。営業収益、利益ともしっかりと大きく伸長し、金利上昇トレ

ンドの中、売上の金利に転嫁できています。 

右側の折れ線グラフは粗利益率を示しており、多少の鈍化はしていますが、金利上昇トレンドに入

っていても決して下がっていないという点が定量的にも確認できます。 

税引前利益につきましては一過性利益がありましたので、表面上は少しマイナスになっています

が、一過性利益を除けば 11.6%増としっかりと 2 桁以上の伸びを確保しています。 
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続きまして、故障保証事業です。 

まず、取扱高の推移はクレジット同様、中古車市場の回復が僅少の中、前年比 18.3%増と大きな伸

びを記録しています。特に自社商品につきましては 33.7%増ですので、当社の営業がしっかりと営

業推進できる範囲に関して非常に高い伸びを示しています。 

また、「カープレミア故障保証」の獲得にも注力しています。故障保証サービス全体のうち「カー

プレミア故障保証」が増えれば、必然的にこの故障保証のセグメント全体が増えていきますので、

この点も含め、当社の営業努力で伸ばせる領域はしっかりと伸びています。 
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故障保証事業のセグメント業績です。 

営業収益、利益ともに大きく伸びています。特に税引前利益が前年比 28.8%増と大きく伸びていま

すが、この理由は右側のグラフとなります。この折れ線グラフは原価率を示しておりますので、原

価率が徐々に低減しているのが確認できると考えています。原価率が下がれば、当然ながら粗利益

率が上がりますので、折れ線グラフが下がっていることは良いことであり、結果的に利益が増える

理由になっています。 
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続きまして、オートモビリティサービス事業です。 

4 事業で構成されているセグメントです。「カープレミアクラブ戦略」において、カープレミアク

ラブ向けのサービスの開発やその他新規事業にしっかり注力した結果、クレジットや故障保証と比

べても非常に大きな伸びを示しています。数字はご記載のとおりです。カープレミアクラブにつき

ましては、カープレミア会員の増加や、値上げにより、しっかり大きく伸長しています。 

リースにつきましても、カープレミアクラブの会員の増加が、伸びている理由の 1 つです。リース

単体というより、カープレミアクラブというベースの上で、シナジーを利かせているという点に着

目しながら、更なる拡大を目指していきたいと思っています。 

ソフトウェア販売につきましては、プレミア加盟店を対象にしているものです。当社の保有する加

盟店ネットワークがあってこそのものであり、非常に大きな伸びを示しています。引き続き、ソフ

トウェア販売もしっかりと拡大していきたいと思っています。 

車両卸販売につきましては、売上的には一番ウエイトが大きいサービスですが、カープレミア内の

流通量増加を受けての大きな伸びとなっています。こちらも引き続き、カープレミアとともに大き

く伸ばしていけると考えています。 

 

以上で、2024 年 3 月期第 3 四半期の決算説明を終了いたします。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

18 
 

なお、本日の説明で不足していた点や、より詳細な説明が必要な場合は、機関投資家・アナリスト

の皆様向けに個別面談を承っております。当社 IR のお問い合わせよりご連絡をいただければと思

います。 

本日はご静聴いただき、ありがとうございました。 

 

[了] 

_____________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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